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 第１章は序論であり, 本研究の背景および研究の意義と目的について述べている.  
 第２章では , 線形振動子が単一周波数の外力を受ける場合のエネルギー吸収につい
て説明している . 線形振動子の固有周波数に外力の周波数が合った場合を共振と呼







る. まず, 線形振動子を用いて周波数成分が複数重畳した振動からのエネルギー吸収を試み, 共振
周波数以外のパワーが取れないことを確認した. そこで，周波数に幅がある外力に対して応答が可
能な非線形振動子を提案し, 非線形振動子を用いたエネルギー吸収を検討している. 次に，非線形
振動子として, 機械系のモデルとして知られている Duffing 振動子を採用している. そして，第２
章で定義した位相と振幅を Duffing 振動子に適用し, それらの値とエネルギー吸収との関係を考察
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次に, ２D 構造に様々な周波数成分を持つ外力を与え，樹木構造および比較のために用いた７つ
の振動子による array 状構造において, エネルギー吸収を計算した. その結果, 外力の周波数成分
が多いほど樹木構造の方がエネルギーをよく吸収することを明らかにしている. この結果は, 樹木

















































特性を活かすことができる可能性を, 理論, 数値計算, 実験によって原理的に明らかにしたもの
で，非線形力学および振動論の基礎学理が応用に寄与することを示したものであって，学術上，実
際上寄与するところが少なくない．よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値あ
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